
ICTを活用した病院前後の
データ収集システムについて

大阪府健康医療部保健医療室医療対策課



はじめに

○大阪府では、ICTを活用して病院前情報と病院後情報が
リンクしたデータを集積できるシステム「ORION」を
開発し、平成26年10月から運用を開始している。

○当システムは、「傷病者の搬送及び受入れの実施基準」

の内容をスマートフォンアプリ化した救急搬送支援シス

テム、情報収集システム及び集計分析システムから成り、

「救急業務において活用されるICTの標準的な機能」として
総務省消防庁が示した６つの機能を有している。

ORION：Osaka emergency information Research Intelligent Operation Network system
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入力項目(消防機関)
○スマートフォン

Ø バイタルサイン

Ø 実施基準に基づく観察項目

Ø 写真・動画・音声

Ø 傷病者背景 (精神疾患・飲酒・要介護等)
Ø 年齢・性別
Ø 動態時間（ ）

○情報収集システム

Ø 消防庁報告必須項目



入力項目(医療機関)
○情報収集システム

Ø 年齢・性別
Ø 受診日時
Ø 既往歴
Ø 主訴
Ø 初診時診療科名
Ø 初診時診断名 (ICD-10)
Ø 初診時処置内容
Ø 初診医重症度評価
Ø 初診時転帰

Ø 入院後診断名 (ICD-10)
Ø 入院後治療内容
Ø 21日後転帰
※下線は必須項目



事案情報とのリンク

○医療機関

Ø 自院に送信された事案情報に上書き

○消防機関

Ø 自救急隊が送信した事案情報に上書き

※消防独自システムを運用している場合
Ø XMLまたはcsvファイルをアップロード
→消防独自システムの事案番号を
キーとしてリンク

※事案情報が事前に送信されていない場合
Ø 病院後情報のみ登録

→消防機関が、病院前情報を登録後、
年齢・性別・病着日時をキーとしてリンク



情報出力機能

(レポーティングシステム)



活動記録分析機能



搬送と受入れに関する検証

・収集されたデータをAccessに取り込むことで、
可変性に富む条件で事案を抽出し、帳票として出力

→例）救急隊判断と医療機関での診断が不一致

搬送困難(現場滞在時間1時間以上、照会件数10件以上等)

・一枚の帳票に、以下の内容を表示

Ø 実施基準に基づいた救急隊の観察内容

Ø 救急隊の病態判断と実施基準との関連

Ø 医療機関への伝達内容

Ø 照会医療機関と不応需理由

Ø 医療機関での診断名や処置内容及び転帰



病院前後情報を用いて検証・分析する意義

○救急隊判断と医療機関での診断が不一致

Ø 救急隊の観察や判断に問題

Ø 実施基準そのものに問題

→フィードバック

→根拠に基づいた実施基準の改正

○搬送困難症例

Ø 救急隊の活動や医療機関の受入体制に問題

Ø 傷病者の
・社会背景(飲酒、精神科、独居、老人、要介護等)
・病態(消化管出血、眼科、耳鼻科、四肢外傷等)

→フィードバック

→受入れ実績に応じた補助金制度

→当番・輪番病院制

→応需率等に応じた認定基準の見直し


